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主 な も く じ
年頭のあいさつ・第70回千葉県社会福祉大会
次世代を担う若者たちのために・
　山武市福祉作業所非常勤職員募集
ボランティア活動紹介
地域だより　成東地域・松尾地域
　　　　　 山武地域・蓮沼地域
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成東老人福祉センター
　　・山武福祉センター利用時のお願い
生活就労相談室からのお願い・
生活支援体制ニュース　第15報
インフォメーション

山武市社会福祉協議会 KIZUNA

大平地区社会福祉協議会では新しい年
を迎える時期にシクラメンの鉢植えを
高齢者宅へお届けしました。
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受
賞

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

第
70
回
千
葉
県
社
会
福
祉
大
会

◆
千
葉
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
◆

《
民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
》

並
木
三
喜
男
（
成
東
地
域
）

恩
田
百
合
子
（
成
東
地
域
）

浅
野　

潤
子
（
成
東
地
域
）

矢
越　

弘
子
（
山
武
地
域
）

佐
々
木
昭
男
（
山
武
地
域
）

石
田　
　

清
（
山
武
地
域
）

中
嶋　

久
雄
（
山
武
地
域
）

石
井　

憲
吾
（
松
尾
地
域
）

善
塔　
　

雄
（
蓮
沼
地
域
）

笹
川　

勝
男
（
蓮
沼
地
域
）

𣘺
本　

藤
枝
（
蓮
沼
地
域
）

小
川　

捷
二
（
蓮
沼
地
域
）

《
社
会
福
祉
施
設
・
団
体
役
職
員
功
労
》

　

香
焼　

由
和

　
　
（
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
）

大
木　

功
一

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
北
総
長
寿
苑
）

近
藤
佐
和
子

 

（
障
害
者
支
援
施
設
光
洋
苑
）

土
屋　

博
子

 

（
青
松
苑
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）

津
田　

道
子

（
山
武
市
ふ
れ
あ
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）

◆
千
葉
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
感
謝
状
◆

《
社
会
福
祉
基
金
等
寄
付
者
》

　

三
水
鐵
工
株
式
会
社
（
松
尾
地
域
）

◆
千
葉
県
共
同
募
金
会
会
長
表
彰
◆

《
共
同
募
金
優
良
地
区
・
団
体
》

　

柴
原
区　
　

 

（
成
東
地
域
）

　

北
戸
田
下
区 

（
山
武
地
域
）

　

南
麻
生
区　

 

（
山
武
地
域
）

　

東
横
田
区　

 

（
山
武
地
域
）

　

中
台
区　
　

 

（
山
武
地
域
）

　

宿
上
区　

 

（
山
武
地
域
）

　

西
城
府
区 

（
山
武
地
域
）

　

西
本
郷
区　

 

（
山
武
地
域
）

　

小
川
区　
　

 

（
松
尾
地
域
）

　

広
根
区　
　

 

（
松
尾
地
域
）

　

下
野
区　
　

 

（
松
尾
地
域
）

　

野
中
区　
　

 

（
松
尾
地
域
）

◆
千
葉
県
共
同
募
金
会
会
長
感
謝
状
◆

《
共
同
募
金
優
良
地
区
・
団
体
》

　

島
２
区　
　

 

（
成
東
地
域
）

　

富
田
西
区　

 

（
成
東
地
域
）

　

北
板
川
区　

 

（
山
武
地
域
）

　

宿
南
区　
　

 

（
山
武
地
域
）

　

南
八
区　
　

 

（
蓮
沼
地
域
）

　

生
子
宿
区　

 

（
松
尾
地
域
）

　

木
刀
区　
　

 

（
松
尾
地
域
）

　
　
　
　
　
　
　
年
頭
の
ご
挨
拶

山
武
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長　

齊
藤 

澄
子

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
年
の
お
慶
び
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
に
、
温
か
い
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
は
、
年
明
け
て
間
も
な
く
始
ま
っ

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
年
末
に
な
っ
て
も
収
ま
ら
ず
、

苦
し
い
年
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
市
民
の
生
活
に
密
着
し

た
い
く
つ
か
の
事
業
は
協
力
者
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
従
来
ど
お

り
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
の
為
に
生
じ
た
新
し
い
仕
事
も
、
多
忙
を
き
わ
め
ま
し
た

が
皆
で
協
力
し
合
い
、
職
員
一
同
一
丸
と
な
り
こ
と
な
き
を
え
ま
し

た
。
し
か
し
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
い
く
つ
か
の
事
業
・
イ
ベ
ン
ト

等
中
止
せ
ざ
る
を
え
な
い
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

　

又
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
下
に
お
い
て
、
各
地
区
社

会
福
祉
協
議
会
で
創
意
工
夫
の
も
と
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
見

守
り
事
業
、
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業
、
お
と
こ
の
料
理
教

室
等　

「
つ
な
が
り
」を
途
切
れ
さ
せ
な
い
活
動
も
行
っ
て
参
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
会
え
な
く
て
も
安
心
が
届
く
活
動
を
目
指
し
て
進

ん
で
参
り
ま
す
。

　

令
和
3
年
が
、
皆
様
の
心
に
少
し
で
も
お
だ
や
か
に
明
る
い
も
の

と
な
り
ま
す
よ
う
希
望
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

（
松
尾
地
域
）



山
武
市
ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ブ

連
合
会
表
彰
式
典

　

11
月
20
日
に
成
東
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
山
武
市
ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ

ブ
連
合
会
表
彰
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
式
典
は
受
彰
者
の
み
の

参
加
で
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
推
進
に

寄
与
さ
れ
た
方
々
へ
の
表
彰
を
行
い
ま

し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
方
々
を
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

《
活
動
功
労
者
》

則
武　

秀
雄
（
愛
宕
台
睦
会
）

並
木　

久
栄
（
下
町
ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ブ
）

伊
藤　

嘉
一
（
大
木
ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ブ
）

宮
本　

俊
郎
（
五
和
会
）

土
屋
美
恵
子
（
九
重
老
人
ク
ラ
ブ
）

《
優
良
ク
ラ
ブ
》

新
町
永
寿
会 

（
会
長　

土
屋
敦
保
）

北
横
田
ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　

 

（
会
長　

鎮
目　

優
）

九
重
老
人
ク
ラ
ブ 

（
会
長　

𣘺
本
京
子
）

《
感
謝
状
贈
呈
者
》

加
瀬　

龍
夫
（
あ
け
ぼ
の
ク
ラ
ブ
）
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多
年
に
わ
た
り
本
市
の
社
会
福
祉
の
増

進
に
多
大
な
ご
貢
献
を
さ
れ
た
功
績
に
よ

り
、山
武
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
か
ら

表
彰
状
及
び
感
謝
状
を
贈
呈
い
た
し
ま
し

た
。

　

今
年
度
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、残
念
な
が
ら
第
15

回
山
武
市
社
会
福
祉
大
会
の
席
上
で
贈

呈
式
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、受
賞
さ
れ
た
方
々
を
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

山
武
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
者

《
民
生
委
員
児
童
委
員
功
労
者
》

内
田　

芳
雄　

 

（
成
東
地
域
）

関
屋　

順
子　

 

（
成
東
地
域
）

長
谷
川　

實　

 

（
成
東
地
域
）

谷
本　

清
美　

 

（
成
東
地
域
）　

長
谷
川
行
夫 

（
成
東
地
域
）

岡
田　
　

勝　
　

 （
成
東
地
域
）

平
山
寿
美
恵 

（
成
東
地
域
）

石
橋　

篤
子　

 

（
成
東
地
域
）

酒
匂　

一
史　

 

（
山
武
地
域
）

小
川
美
智
子 

（
蓮
沼
地
域
）

伊
藤　

良
成　

 

（
蓮
沼
地
域
）

川
島　

芳
典　

 

（
松
尾
地
域
）

鈴
木　

敏
雄　

 

（
松
尾
地
域
）

平
澤　

延
子　

 

（
松
尾
地
域
）

《
地
区
福
祉
推
進
員
功
労
者
》

鈴
木　

清
一　

 

（
大
富
地
区
）

土
屋　

泰
孝　

 

（
大
富
地
区
）

橋
本　

正
典　

 

（
鳴
浜
地
区
）

𣘺
本
喜
久
代 

（
鳴
浜
地
区
）

今
井　

有
三　

 

（
緑
海
地
区
）

叶
屋　

敬
子　

 

（
睦
岡
地
区
）

小
泉
富
士
夫 

（
睦
岡
地
区
）

小
川
ま
さ
子 

（
山
武
北
地
区
）

戸
村　

清
子　

 

（
蓮
沼
岡
地
区
）

市
東　

秀
子　

 

（
蓮
沼
浜
地
区
）

関
芳　

優
子　

 

（
蓮
沼
浜
地
区
）

江
口　

睦
子　

 

（
豊
岡
地
区
）

《
社
会
福
祉
施
設
・
団
体
役
職
員
功
労
者
》

髙
倉　

幸
子　
（
障
害
者
支
援
施
設
光
洋
苑
職
員
）

福
田　

容
子　
（
障
害
者
支
援
施
設
光
洋
苑
職
員
）

○
山
武
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
感
謝
状
贈
呈
者

《
寄
付
団
体
・
個
人
》

成
田
空
港
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ（
横
芝
光
町
）

𠮷
田
幸
次
郎 

（
山
武
地
域
）

鈴
木　

基
夫 

　
（
蓮
沼
地
域
）

小
川　
　

浩 

　
　
（
蓮
沼
地
域
）

《
社
会
福
祉
協
議
会
役
員
退
任
者
》

蕨　
　

健
𠮷　
　

 （
山
武
地
域
）

《
福
祉
輸
送
サ
ー
ビ
ス
事
業
協
力
会
員
退
会
者
》

山
﨑　

健
一　

 

（
山
武
地
域
）

《
地
区
福
祉
推
進
員
》

齊
藤
三
枝
子 

（
南
郷
地
区
）

行
木　

英
夫　

 

（
鳴
浜
地
区
）

佐
瀬
し
の
ぶ 

（
睦
岡
地
区
）

斉
藤　
　

剛　
　

 （
睦
岡
地
区
）

今
井
美
那
子 

（
山
武
北
地
区
）

越
川　

忠
行　

 

（
山
武
北
地
区
）

松
浦
三
枝
子 

（
日
向
東
地
区
）

古
川　

訓
代　

 

（
日
向
東
地
区
）

澤
野　

栄
男　

 

（
日
向
東
地
区
）

迫
口　

德
子　

 

（
日
向
東
地
区
）

黒
相
美
恵
子 

（
日
向
東
地
区
）

山
之
口
國
雄 

（
日
向
西
地
区
）

平
山　

玲
子　

 

（
日
向
西
地
区
）

尾
髙　

幸
子　

 

（
日
向
西
地
区
）

𣘺
本　

京
子　

 

（
蓮
沼
岡
地
区
）

小
川　
　

浩　
　

 （
蓮
沼
岡
地
区
）

川
島　

勝
惠　

 

（
蓮
沼
浜
地
区
）

兼
子　

マ
キ　

 

（
松
尾
地
区
）

花
澤
千
枝
子 

（
松
尾
地
区
）

《
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
個
人
》

チ
ャ
ッ
ト　

  

（
山
武
地
域
）

ゴ
ヘ
ー
と
歌
ご
え
の
わ（
山
武
地
域
）

木
下　

敬
三　

 

（
成
東
地
域
）

鈴
木　

和
子　

 

（
成
東
地
域
）

小
安　

吉
枝　

 

（
成
東
地
域
）

吉
井　

政
江　

 

（
成
東
地
域
）

土
屋　

絹
子　

 

（
山
武
地
域
）

石
橋
千
代
子 

（
松
尾
地
域
）

《
会
員（
会
費
）加
入
優
良
区
・
自
治
会
》

辺
田
第
１
区　

 

（
成
東
地
域
）

新
泉
区　
　
　

 

（
成
東
地
域
）

高
松
自
治
会　

 

（
成
東
地
域
）

北
外
野
区　
　

 

（
山
武
地
域
）

横
田
緑
ヶ
丘
区 

（
山
武
地
域
）

松
崎
区　
　
　

 

（
山
武
地
域
）

宿
中
区　
　
　

 

（
山
武
地
域
）

火
野
口
台
自
治
会 （
山
武
地
域
）

城
山
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
第
一
自
治
会（
山
武
地
域
）

谷
之
台
自
治
会 

（
山
武
地
域
）

引
越
区　
　
　

 

（
松
尾
地
域
）

第
15
回

山
武
市
社
会
福
祉
大
会



　～次世代を担う若者たちのために～
　山武市社会福祉協議会では、次世代を担う福祉人材を育てるため、実習生の
受け入れを定期的に行っています。
　１０月は、城西国際大学から、社会福祉士国家資格取得を目指すＵ君が当社
協にて１か月間、学んでいきました。今後、国家試験受験に向け更に研鑽に励み、大学卒業後は、
是非夢を実現させ、社会福祉士となり社会に貢献して頂けることを期待しています。

Ｕ君実習担当　城西国際大学　林　先生から
　城西国際大学福祉総合学部では社会福祉士を養成しています。資格取得のために必須となってい
る「ソーシャルワーク実習」では、毎年、山武市社会福祉協議会さまにお世話になっております。
本学の「ソーシャルワーク実習」の目的は次の通りです。
１．実習を通して、相談援助の知識と技術について、実際の場面から理解し実践的技術等を体得
する。

２．社会福祉士として求められる資質、技能、倫理、自己に求められる課題把握など、総合的に
対応できるソーシャルワークの能力を習得する。

３．関連分野の専門職との連携のあり方と具体的内容を理解する。

　学生たちは、これらの目的を達成するために、社会福祉協議会で行われている実践を通して、住
民の方々との関係構築やニーズの把握、課題解決の方法について学びます。昨今の複雑かつ多様化
する社会状況において、対応すべき課題が山積しているなか、少しずつではありますが学生たちは
学びを進めております。今年度はコロナ禍対応で職員や住民の皆さまも緊張を強いられて日々を送
られている中にも関わらず、快く実習をお引き受けいただき心より感謝申し上げます。お陰様で無
事に 4週間の実習を終えることができました。学生が学びを深めるためには、地域の方々のご協力
無くしては成り立たないことを改めて痛感いたしました。これからも、未来の福祉を担う卵たちの
成長を、どうか暖かく見守ってお支えくださいますようお願い申し上げます。

山武市福祉作業所非常勤職員 募 集
　山武市福祉作業所は、障害福祉サー
ビスの施設です。
　福祉作業所へは、障がいのある方が
通所し、就労に向け生産活動の作業を
しています。（軽作業）
　非常勤職員の仕事は、主に利用者の
生活支援及び作業支援などです。

お問合せ  山武市社会福祉協議会　電話 0475-82-7102 ※平日（月～金曜日）にご連絡ください。

4社協会報

 〜次世代を担う若者たちのために〜 

山武市社会福祉協議会では、次世代を担う福祉人材を育てるため、実習生の受け入れを
定期的に行っています。 

１０⽉は、城⻄国際⼤学から、社会福祉⼠国家資格取得を目指すＵ君が当社協にて１か
⽉間、社会福祉協議会に通い学んでいきました。今後、国家試験受験に向け更に研鑽に励
み、⼤学ご卒業後はぜひ夢を実現させ、社会福祉⼠となり社会に貢献して頂けることを期
待しています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
Ｕ君実習担当 城⻄国際⼤学 林 先生から 

城⻄国際⼤学福祉総合学部では社会福祉⼠を養成しています。資格取得のために必須と
なっている「ソーシャルワーク実習」では、毎年、山武市社会福祉協議会さまにお世話に
なっております。 
本学の「ソーシャルワーク実習」の目的は次の通りです。 

1．実習を通して、相談援助の知識と技術について、実際の場面から理解し実践的技術
等を体得する。 

2．社会福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、自己に求められる課題把握など、
総合的に対応できるソーシャルワークの能力を習得する。 

3．関連分野の専門職との連携のあり方と具体的内容を理解する。 
学生たちは、これらの目的を達成するために、社会福祉協議会で行われている実践を通し
て、住⺠の方々との関係構築やニーズの把握、課題解決の方法について学びます。昨今の
複雑かつ多様化する社会状況において、対応すべき課題が山積しているなか、少しずつで
はありますが学生たちは学びを進めております。実習生が学びを深めるためには、地域の
方々のご協力無くしては成り⽴ちません。これからも、未来の福祉を担う卵たちの成⻑
を、どうか暖かく見守ってくださいますようよろしくお願い申し上げます。 
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①勤　務　　週３日～４日
②時　間　　午前８時 30分から午後５時 15分まで
③日　給　　7,386 円
④待　遇　　交通費支給（片道２㎞以上の場合）
⑤採　用　　令和３年４月１日
⑥資　格　　普通自動車免許、福祉に関心のある方
⑦勤務地　　山武市内



こんにちは
　パントマイムの「クラウンズ」です。私たち
は令和元年に結成したグループです。現在は「旅
人ピエロと掃除人」「ふしぎな風船」などのパ
フォーマンスで地域の人たちにその楽しさを感
じていただけるようにと活動しています。

　イベントへの協力と参加、施設訪問等を通し
て沢山の人たちの笑顔に出会いたいと思っています。今年は新型コロナの影響もあり充分
な発表や訪問はできませんでしたが、２月に老人ホームの公演を行う事が出来ました。８
月にはさんぶの森文化ホールでの公演も予定していましたがコロナ対策で中止としまし
た。

　それでも、さんぶの森中央会館での月２回３時間ずつの稽古は集中し汗だくで取り組ん
でいます。
　身振りや表情だけで表現し、それを伝えることはとても難しい事ですが、メンバー同士
の話し合いや工夫を通じて活発で笑顔の絶えない時間になっています。そこから強い絆も
生まれています。現在は４名での活動です。興味のある方や地域での活動を考えておられ
る方は、一度練習風景をのぞきに来てみませんか。両手を広げてお待ちしております。
 　　　　　　　クラウンズ代表　宮本　洋子

地
域
の
高
齢
者
の

皆
さ
ん
へ
新
鮮
野
菜
を

お
届
け
す
る
喜
び

ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 紹 介

こんにちは　「クラウンズ」です
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山武
地区

旅人ピエロと掃除人の稽古
介護付有料老人ホーム
エクセルシオール山武にて

ジャグリングポイ



　

緑
海
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
一
助

に
な
る
よ
う
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
の
方
を
対
象
に
手
作
り
の
布
マ
ス

ク
作
り
を
し
ま
し
た
。

　

き
っ
か
け
は
、
八
月
に
な
っ
て
も

感
染
者
数
が
減
ら
ず
、
そ
の
対
策
に

は
マ
ス
ク
が
大
変
有
効
で
あ
る
と
い

う
報
道
が
頻
繁
に
聞
こ
え
て
き
た
か

ら
で
し
た
。
早
速
情
報
を
集
め
、
型

紙
や
布
地
を
揃
え
て
試
作
品
作
り
の

研
修
会
を
聞
き
、
そ
の
後
約
一
か
月

半
推
進
員
が
分
担
し
自
宅
で
作
業
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　

最
初
は
思
う
よ
う
に
ミ
シ
ン
が
進

ま
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
慣

れ
て
く
る
と
、
届
け
る
方
の
好
み
を

考
え
た
り
し
て
楽
し
く
で
き
ま
し
た
。

中
に
は
裁
縫
を
苦
手
と
し
て
い
た
推

進
員
も
い
ま
し
た
が
、
何
と
か
や
り

通
し
ま
し
た
。

　

十
一
月
に
な
っ
て
作
品
を
持
ち
寄

り
、
ゴ
ム
紐
を
通
し
袋
づ
め
を
行
い

ま
し
た
。
紐
の
長
さ
は
使
う
方
の
好

み
に
よ
っ
て
調
節
で
き
る
よ
う
あ
え

て
結
ば
ず
に
お
き
ま
し
た
。

　

こ
の
感
染
症
は
特
に
高
齢
者
に
と

っ
て
毎
日
が
脅
威
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
手
作
り
マ
ス
ク
を
お
配
り
す
る

こ
と
で
、
少
し
で
も
元
気
に
お
過
ご

し
い
た
だ
け
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま

す
。

緑
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

�

会
長　

今
井　

有
三

マスクで元気を 成東地域

6社協会報

松尾地域防災見守り訪問活動
　

大
平
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

令
和
2
年
10
月
10
日
に
独
居
見
守
り

活
動
の
一
環
と
し
て
防
災
見
守
り
、

独
居
高
齢
者
の
方
々
に
災
害
に
備
え

て
の
水
を
配
布
し
な
が
ら
安
否
確
認

の
声
掛
け
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

訪
問
の
際
、「
引
き
続
き
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
十
分
気
を
付

け
、
お
元
気
で
い
て
く
だ
さ
い
ね
。」

と
お
声
か
け
す
る
と
、
皆
さ
ん
大
変

喜
ん
で
く
だ
さ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
も
つ
な
が
り
を
実
感
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

今
後
の
地
域
活
動
は
、３
月
に「
お

お
ひ
ら
こ
ど
も
園
」に
て
花
壇
の
草

取
り
、
花
植
え
を
実
施
予
定
で
す
。

春
に
な
る
頃
に
は
、
ウ
イ
ル
ス
の
脅

威
か
ら
少
し
で
も
開
放
さ
れ
る
こ
と

を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

大
平
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
一
同



　

現
在
は
千
葉
県
で

1
番
、
日
本
で
2
番

の
高
齢
者
ウ
ォ
ー
カ

ー
で
、
令
和
2
年
も

1
月
、
2
月
、
3
月

に
10
キ
ロ
ウ
ォ
ー
ク
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
講
演
会
に
招
か
れ
後
進
の
た

め
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
ま
す
。
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２
０
２
０
年
は
人
と
の
つ
な
が
り

方
や
活
動
が
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
り

多
様
化
し
中
々
動
き
に
く
い
年
で
し

た
が
、
そ
の
様
な
中
で
も
歩
み
を
止

め
ず
活
動
し
続
け
て
来
ら
れ
た
方
を

今
回
は
紹
介
し
ま
す
。

　

椎
崎
在
住
の
宇
佐
美
正
さ
ん
で
す
。

宇
佐
美
さ
ん
は
今
年
九
十
四
歳
に
な

ら
れ
ま
す
が
現
在
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
と
し
て
地
域
の
缶
拾
い
等
を

続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
活
動
の
き
っ

か
け
は
、
遡
る
こ
と
40
年
以
上
前
に

始
め
ら
れ
た
マ
ラ
ソ
ン
か
ら
だ
っ
た

そ
う
で
す
。
マ
ラ
ソ
ン
は
50
歳
で
は

じ
め
ら
れ
、
90
の
歳
ま
で
続
け
て
来

ら
れ
ま
し
た
。
当
初
そ
の
マ
ラ
ソ
ン

を
い
か
に
継
続
し
て
行
く
か
を
考
え
、

長
距
離
を
歩
く
こ
と
で
心
肺
機
能
を

鍛
え
持
続
力
を
高
め
ら
れ
る
良
い
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
な
る
の
で
は
と
思
い

つ
き
、
歩
け
歩
け
の
地
域
活
動
に
参

加
さ
れ
る
様
に
な
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
後
、
日
向
地
域
か
ら
千
葉
県
内

へ
と
活
動
の
場
を
広
げ
て
行
き
県
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
の
会
長
、
副
会
長

職
を
6
年
間
勤
め
ら
れ
更
に
日
本
全

国
か
ら
海
外
の
大
会
へ
と
足
を
伸
ば

さ
れ
数
え
切
れ
な
い
程
の
メ
ダ
ル
や

ト
ロ
フ
ィ
ー
を
獲
得
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
多
く
の
大
会
の
中
に
環
境
庁

が
指
定
し
た
自
然
舗
道
を
歩
く
大
会

に
参
加
す
る
様
に
な
る
と
、
側
道
沿

い
の
ゴ
ミ
の
多
さ
が
目
に
つ
く
様
に

な
り
、
平
成
2
年
か
ら
不
法
投
棄
監

視
委
員
を
始
め
ま
す
。

　

歩
け
歩
け
の
活
動
か
ら
不
法
投
棄

監
視
委
員
の
活
動
を
通
し
様
々
な
物

が
捨
て
ら
れ
て
い
る
現
状
を
見
過
ご

す
こ
と
が
出
来
ず
、
監
視
委
員
を
や

め
ら
れ
て
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
ご

み
を
拾
い
続
け
ら
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

最
近
は
、
お
年
玉
年
賀
葉
書
で
当

て
た
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
が
お
気

に
入
り
で
、
毎
日
山
坂
を
軽
々
越
え

て
お
買
い
物
な
ど
に
行
っ
て
い
る
と

の
こ
と
、「
と
っ
て
も
楽
で
す
よ
」

と
益
々
お
元
気
に
お
過
ご
し
の
ご
様

子
。
健
康
の
源
は
歩
く
こ
と
を
座
右

の
銘
と
し
て

今
後
も
今
ま

で
通
り
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に

ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
に
頑
張
っ

て
行
か
れ
る

と
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

広
報
委
員

�

及
川　

節
子

山武地域 元気のおすそわけ

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
先
日
、
6
年
間
の
宇
宙
飛
行

を
終
え
て
小
惑
星
探
査
機
は
や
ぶ
さ

２
が
地
球
に
帰
っ
て
き
た
と
い
う
嬉

し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
報
道
さ
れ
ま
し

た
。
科
学
の
す
ば
ら
し
さ
を
再
認
識

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
し
て
今
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

恐
怖
に
怯
や
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
蓮

沼
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
例

年
「
敬
老
ふ
れ
あ
い
会
」を
蓮
沼
ス

ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
で
実
施
し
て
い
ま
す

が
昨
年
は
残
念
な
が
ら
実
行
す
る
こ

と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

い
つ
も
な
ら
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
達
が
、
楽
し
み
に
出
席

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
会
で
は
、カ
ラ
オ
ケ
や
舞
踊
、

保
育
園
の
皆
さ
ん
の
か
わ
い
ら
し
い

お
遊
戯
や
合
唱
な
ど
に
目
を
細
め
な

が
ら
お
し
み
な
い
拍
手
を
送
っ
て
く

れ
て
い
ま
す
。

　

総
勢
二
百
名
ほ
ど
に
な
る
で
し
ょ

う
か
―
。

　

そ
ん
な
中
、
今
回
蓮
沼
保
育
園
の

子
供
た
ち
を
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

年
少
、
年
中
、
年
長
組
で
約
九
十

名
ほ
ど
で
午
前
中
は
絵
本
を
読
ん
だ

り
、
ぬ
り
絵
を
し
た
り
、
又
園
庭
に

出
て
は
両
手
を
い
っ
ぱ
い
に
広
げ
、

太
陽
の
光
を
浴
び
て
元
気
に
走
り
ま

わ
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
、
ワ

ク
チ
ン
な
ど
の
治
療
薬
の
開
発
を
も

含
め
一
日
も
早
く
終
息
し
、
又
園
児

の
皆
さ
ん
の
元
気
な
歌
声
や
お
遊
戯

が
見
ら
れ
る
よ
う
な
敬
老
会
や
、
他

の
集
ま
り
が
出
来
る
よ
う
に
と
願
う

ば
か
り
で
す
。

�

蓮
沼
浜
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

�

会
長　

秋
葉
千
恵
子

蓮沼地域 かわいいおともだち

お空に一歩近づきました。さあ　お散歩カーにのって
お散歩にしゅっぱーつ



　現在、成東老人福祉センター及び山武福祉センターでは、利用者の皆様
に下記を遵守いただいた上でのご利用をお願いしています。新型コロナウ
イルス感染症から市民の皆様の大切な命を守るために引き続きご理解とご
協力をお願いいたします。

①　施設利用希望者は、電話等で事前予約をし速やかに利用申請書を提出する。
②　利用日当日の入館時に必ず検温をし、利用者名簿を提出する。
　　（平熱より高い場合や健康状況がおもわしくない方は利用できません。目安：３７. ０℃以上）
③　施設利用時間の制限（目安として２時間以内）を守る。
④　必ず、マスクを着用する（運動時は除く）。
⑤　手指の消毒、こまめな手洗いを行う。
⑥　飲食は行わない。（但し水分補給は可）
⑦　「３つの密」を徹底的に避ける。※密閉空間、密集場所、密接場面
⑧　室内は定期的に換気し人と人との距離（マスク着用で最低１ｍ、できるだけ２ⅿ）を
適切にとる。

⑨　利用中「３つの密」を避けられない状況や、感染拡大につながる恐れが見られた場合
は中止を求めることがある。

※上記の他、年齢制限や活動内容による人数制限等もありますので予約の際にご確認くだ
さい。

成東老人福祉センター・山武福祉センターを

利用する皆様へのお願い！

8社協会報

新型コロナウイルス
感染症対策分科会より
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もし、捨ててしまうのなら…

それ、山武市社協にいただけませんか？

ぜひ、地域で活用させてください！
　市内には、様々な理由から「食べるものがなくて困っている」、「必要な物品をそろ
えられず子どもを学校行事に参加させられない」などといった状況の方々がいらっしゃいます。
ほんの少しの支援があれば、今のギリギリの生活から脱け出せたり、生活を立て直すことが出来たりす
る方々もいます。
　皆さんには不要なものが、他の誰かにとっては、必要なものかもしれません。
　まだ食べられるけど処分したい食品などがあれば、ぜひ山武市社会福祉協議会にご寄付ください。

寄付いただきたいもの
■ 食 品 ■
インスタント食品、レトルト食品、お米、麺類、
缶詰、びん詰、飲料、調味料、乾物、粉ミルク
など
※ 賞味期限切れが近いものでもOKです。
※ アルコール類や生鮮食品は受付不可。
※ 未開封のものに限ります。

山武市内の生活困窮者に直接お渡しするほか、生活困窮者支援を目的としたバザー等での活用や
「フードバンクちば」への協力に活用させていただく場合がございます。ご了承ください。

＊＊ 地域みんなでささえあう ＊＊生活困窮者支援にご協力をお願いします

■ 日常生活用品 ■
洗剤、衣類、洗面用具、文具類、
自転車、子ども用紙おむつ、就職活動用品など
※ 新品、もしくは状態の良い物。
※ その他、タイミングによります。
　 ぜひご相談ください。

こんな時だからこそ．．．︕ 

やさしいおもいでささえあおう会事務局（社会福祉法人山武市社会福祉協議会） 
  TEL：0475-82-7102  e-mail：sammushakyo@etude.ocn.ne.jp 

【お問合せ先】 

買い物支援ｻｰﾋﾞｽｼｽﾃﾑの構築 

（地域の支援者でシステムづくり） 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
  

 
 

 
 
 
 

ご存知 
ですか？ 

少子高齢化の進行により、山武市でも介護の問題、老後の生活、家族の問題などで不安な

気持ちを持って暮らしている方が増えつつあり、地域の中でささえあいながら暮らしていく

必要性が高まっています。 
こうしたなか、安心して永く元気に暮らしていける地域づくりを考えようと市内の多様な

分野の方が集まり、‟やさしいおもいでささえあおう会”として活動しています。 

通い集い交流の居場所づくり推進 安心生活・終活相談会 新しいつながり作りの推進 

（ここは健康麻雀で交流中） （家計の見直し・相続対策等） （ｽﾏｰﾄﾌｫﾝの初心者講習） 

捨てないで

第15報

生活支援
体制整備

ニュース



～令和２年9月19日から令和２年12月20日までの受付分～（順不同・敬称略）

◆お金のご寄付（含む１円玉募金）◆
手づくりグループKAI�…………………………………… 2,000円
かぞく亭…………………………………………………… 5,000円
ウィザードクラブ　岩井　久江…………………………26,750円
匿　名………………………………………………………50,000円
匿　名……………………………………………………… 5,000円

◆物品のご寄付◆
戸部　淳……………………………………………… 日用品多数
大橋　和子…………………………学生服（女子）、ランドセル他
八角　武二……………………………………………… お米20Kg
山武市立成東小学校…………………………………… お米10Kg
農事組合法人　さんぶ野菜ネットワーク……………野菜114kg
山武北地区社会福祉協議会…… 子ども用靴下・布マスク多数
デリシャス21……………… アルミ缶・ペットボトルキャップ
（株）北守………………………………………………… プルタブ
大塚製薬株式会社……………………… ボディメンテ10ケース
匿　名……………………………………… 介護用エプロン多数
匿　名……………………………………………… 介護用ベッド
匿　名…………………………………………………… お米40Kg

（社会福祉協議会へのご寄付）

●●●●●●●●●●●心 配 ご と 相 談 所 開 設 日 程
一般相談

予約・問合せ先

法律相談「心の中の心配ごと」何でも相談してください。
●開設時間／午後1時30分～午後4時30分
　（予約は必要ありません。受付は午後4時までです。）
場所

実施月
第1火曜日 第2火曜日 第3火曜日 第4火曜日
山武会場 成東会場 松尾会場 山武会場 蓮沼会場

1月

2月

3月 2日   9日 16日 23日

●開設時間／午後1時30分～午後4時30分
　（予約が必要です。相談は1回20分までです。）
場所

実施月
第1水曜日 第2水曜日 第3水曜日 第4水曜日
蓮沼会場 山武会場 成東会場 松尾会場

1月

2月 3日 10日 17日 24日
3月 3日 10日 17日 24日

法律的な悩みは、こちらで相談してください。

開設場所

山武市社会福祉協議会　☎０４７５（８２）７１０２

編
集
発
行

社会福祉法人  山武市社会福祉協議会
〒289-1306  山武市白幡1627（成東老人福祉センター内）
電話 ： 0475-82-7102　FAX ： 0475-82-7318
Eメール ： sammushakyo@etude.ocn.ne.jp
ホームページアドレス ： http://sammushakyo.sakura.ne.jp

人
口
動
向

市の人口

男
女

５０,３２３人
２５,４００人
２４,９２３人

男
女

１７,７８０人
８,２２２人
９,５５８人

65歳以上

令和２年12月1日現在

高齢化率

（前回より0.2％増）
35.3％

成東会場 : 成東老人福祉センター（白幡1627）　松尾会場 : 松尾IT保健福祉センター（松尾町五反田3012）
山武会場 : 山武福祉センター（埴谷1868-14）　 蓮沼会場 : 蓮沼出張所（蓮沼ハ233）

成東小学校から寄贈された
お米に同封されていたお手紙です。

　冬は鍋物が嬉しいですね。どこのお宅にも
「うちの鍋はこれ」というのがあるのではないで
しょうか。我家にもこの季節になると何度も食
卓にのぼる鍋があります。ある本に書かれてい
たもので、私は長い間それと同じものを作って
いると思っていました。ところがその本を読み
直してびっくり。材料は同じでも全く別物だっ
たのです。どうやら、いっしょに書かれていた
吸い物の作り方と混同して、我家の鍋として定
着していたのです。

　自分の勘違いに苦笑し、昔の文庫本の活字の
小ささにとまどいながらも、茶色に変色した
ページをめくっていくと、今は死語になってし
まったような言葉や、当時は読み流して気づか
なかったことなどが次々に出てくることに、な
つかしさも手伝い、むかし好きだった本を読み
直すのもいいものだと思いました。なかには、
どうしてこの本が好きだったんだろうと思う本
もありますけれど…。
 広報委員　金子　良子

※新型コロナウイルス感染拡大の状況により、中止する場合があります。あらかじめご了承ください。

１・２月は新型コロナウイルス感染拡大防止のため
中止とさせていただきます。

１月は新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止とさせていただきます。


